
催
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ら
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信
濃
川
水
系
河
川
整
備
計
画

（
変
更
原
案
）
に
つ
い
て
、
み
な

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
そ

の
回
答
を
、
信
濃
川
河
川
事
務
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
次
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
10
月
31
日
㈪
ま
で
、
南
魚
沼
市

役
所
本
庁
舎
（
３
階 

建
設
課

前
の
廊
下
に
設
置
）
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
法
定

面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た

場
合
、
土
地
の
権
利
取
得
者
は
契

約
締
結
か
ら
２
週
間
以
内
に
、
市

役
所
を
通
じ
て
県
知
事
に
届
け
出

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

届
出
の
内
容 

土
地
の
面
積
や
利
用
目
的
な
ど 

東京駅から新幹線で50分の栃木県宇都宮市。宇都宮餃子Rは全
国的にも知られていますが、魅力的な観光エリア「大谷」はご存
じですか？

市の特産である大谷石の採掘場跡地で幻想的な地下空間を体験
できる「大谷資料館」や、弘法大師が作ったとも伝えられる日本
最古級の石仏「大谷観音」を本尊とする「大谷寺」、大谷石独特
の岩肌や奇岩群が織りなす景観など、見どころが多く、ＣＭや映
画のロケ地としても使われています。

宇都宮市には大谷石を使った建造物も多く、大谷石を暮らしに
取り入れ親しんできた独自の文化は「大谷石文化」として日本遺
産に認定されました。

ぜひ、宇都宮餃子Rを堪能しながら「大谷」に遊びにきてください。

宇都宮市 ～日本遺産「石の里 大
おお

谷
や

」を巡る～

北陸新幹線の延伸を機に、今よりぐっと近くなる沿線自治体の興味深い情報や魅力的な観光スポッ
トなどを紹介します。

問商工観光課 観光交流班
☎773・6665

東日本連携・創生フォーラム連携市町の魅力をお届け！
〜新幹線でつながる東日本〜

今回紹介する沿線自治体
栃木県宇都宮市 観光交流課
☎028・632・2437

大谷寺

問
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

☎
７
７
３・６
６
６
２

10
月
は
土
地
月
間

問
建
設
課 

建
設
係

☎
７
７
３・６
６
７
４

市
道
工
事
に
伴
う
車
両
通
行
止
め

問
信
濃
川
河
川
事
務
所 

調
査
課

☎
０
２
５
８・３
２・３
２
４
３ 

信
濃
川
河
川
整
備
計
画
（
変
更

原
案
）
意
見
募
集
結
果
の
公
表

届
出
が
必
要
な
土
地
取
引
面
積 

・
都
市
計
画
区
域
：
５
，０
０
０

㎡
以
上 

・
都
市
計
画
区
域
外
：
１
０
，

０
０
０
㎡
以
上

国
道
17
号
庄
之
又
交
差
点
～
二

日
町
方
面
へ
約
３
０
０
ｍ
の
区
間

で
、
市
道
二
日
町
川
窪
線
の
舗
装

工
事
・
消
雪
施
設
工
事
に
伴
う
夜

間
車
両
通
行
止
め
規
制
を
実
施
し

ま
す
。
当
該
区
間
は
夜
間
の
通
り

抜
け
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
国
道

か
県
道
な
ど
か
ら
迂う

回か
い

し
て
く
だ

さ
い
。 

期
10
月
11
日
㈫
～
28
日
㈮
の
内
６

日
間
（
予
定
）

規
制
内
容　
夜
間
車
両
通
行
止
め

（
歩
行
者
は
通
行
可
能
） 

規
制
時
間　
午
後
８
時
～
翌
日
午

前
５
時
（
日
中
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
規
制
解
除
）


